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9月議会に条例改正案提出

１９８１.10
（S56）

１９８4.4
（S59）

2004.4
（H16）

20１4.4
（H26）

2020.1
（R2）

202５.４
（R7）

観覧料の経過

大人
（小人）

２００円

（１００円）
３００円

（１５０円）
４００円

（２００円）

４１０円

（２００円）

７００円

（３００円） １２００円

（４００円）

※ 電子チケット

他の城の相場を
参考に改定

消費税率引き上げ
に伴う改定

天守に警備配置等
に関わる改定

改定観覧料（4月～） 【松本城】 現行 電子チケット 紙チケット

一般 ７００円 １２００円 １３００円

小・中学生 ３００円 ４００円

来年４月から
改定めざす 国宝松本城 観覧料を改定

▶施設整備総事業費の市負担分36億円の財源を確保

▶将来完全に移行することを視野に、電子チケットへ誘導する料金設定

▶新料金は、他の国宝城などの観覧料の相場を参考に設定

▶ 「大人」「小人」の区分を、「一般」「小・中学生」に統一してわかりやすく

※2020年1月以来5年ぶりの改定

・ 本丸庭園入場無料(天守登城は有料）
・ 70歳以上はすべて無料 ほか

市民優待は継続



9月議会に条例改正案提出
来年４月から
改定めざす 美術館・旧開智学校も観覧料改定

市長記者会見資料

６ ． ８ ． ２ ６

文 化 観 光 部
教 育 委 員 会

美術館（4月～）

国宝 旧開智学校校舎（4月～）

【常設展示】 現行 電子チケット 紙チケット

一般 ４１０円 ７００円 ８００円

大学生 ２００円 ３５０円 ４00円

高校生 ２００円 無料

市立博物館 (改定なし）

【常設展示】 電子チケット 紙チケット

一般 ５００円

大学生 ２５０円

現行 電子チケット 紙チケット

一般 ４００円 ６００円 ７００円

小・中学生 ２００円 ３００円

国宝松本城 国宝旧開智学校校舎

共通券を導入

【共通券】 松本城 旧開智学校 共通券

大人 ７０0円 ４０0円 ９00円

小人 ３00円 ２０0円 ４00円

来年4月以降、
松本城・博物館・旧開智学校・美術館の

共通券導入を検討中

ことし11月～
電子チケット限定

11/9
リニューアル

オープン



博物館 １２の分館を無料に
9月議会に条例改正案提出

博物館全体としての統一感を図り、対外的にわかりやすく
より多くの人に観覧してもらえるように、料金運営と休館日を見直し

市立博物館と分館１５館

来年４月から
改定めざす

施設名 現行 改定後

国宝旧開智学校
大人 ４００円

小人 ２００円

一般 ６００円

小・中学生 ３００円

時計博物館
大人 ３１０円

小人 １５０円

一般 ５００円
小・中学生 200円

松本民芸館
大人 ３１０円

小人 無料
一般 ５００円
小・中学生 無料

※

有料３分館と観覧料改定案

観覧者が多く見込まれる３館は観覧料を改定の上徴収し、12館は無料とする

無料とする１２分館
下線の施設は現在も無料

旧司祭館、旧山辺学校校舎、考古博物館、

はかり資料館、旧制高等学校記念館、窪田空穂記念館、

重文馬場家住宅、歴史の里、山と自然博物館、

高橋家住宅、四賀化石館、安曇資料館

※電子チケット料金

現在、原則月曜日である分館の休館日を、市立博物館と同じ火曜日に統一

・ 月曜日は、松本市の来訪者数が多く、火曜日は最も少ない傾向にある
・ 市立博物館の休館日に、開館している分館に観覧者が増えている傾向がない

※旧制高等学校記念館は、あがたの森文化会館
（月曜休館）と一体管理のため、月曜日のまま
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文化振興課

２０２６年

2025年鎌倉市、2026年松本市に決定２０２５、２０２６年の国内都市募集（6/28～7/26）に応募

きょう
文化庁が発表

２０１４（H２６）年～ 日本・中国・韓国の３か国において、文化芸術による発展を目指す都市を各１都市選定し、
様々な文化芸術イベント等を実施

東 化文アジア 市都

松本市に決定

・ 国際的な文化交流を推進することで、国際文化観光都市としての魅力を高められる

・ 「三ガク都・松本」として、OMFをはじめとする文化芸術の持つ力を生かした事業をすでに多数実施している

・ まつもと市民芸術館の大規模改修時期と重なるため、芸術監督団に事業全体のプロデュースを期待できる など

応募理由・内容

実行委員会
設立

2025年3月 2026年１月 12月4月 ８月 １１月

コア開催期間開催準備期間 開幕
イベント

プレ
イベント

▶今後のスケジュール

１年（１月～１２月）を通じて、様々な文化芸術イベントを企画・実施 来年中国で行われる

日中韓文化大臣会合に

市長が出席し、

中国・韓国の都市と

ともに正式決定

２０１４年：横浜市
２０１５年：新潟市
２０１６年：奈良市
２０１７年：京都市
２０１８年：金沢市
２０１９年：豊島区
２０２０年：北九州市
２０２１年：北九州市
２０２２年：大分県
２０２３年：静岡県
２０２４年：石川県(中止)

過去の国内選定都市

閉幕
イベント

▶総事業費

およそ１億５０００万円 （文化庁と松本市の負担割合は未定）



地域内交通のラストワンマイルを後押し 市長記者会見資料
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公共交通課地域ボランティア輸送等に補助金
９月議会に
補正予算計上

幹

枝

葉

地域公共交通の背骨
主要な居住地域と中心市街地の移動

各地区内、地区間の移動

少量移送サービス
特定のエリアにおける小規模な移動

鉄道
幹線バス

支線バス
地域主導バス
中心市街地バス

AIオンデマンドバス

ボランティア輸送等

ボランティア輸送型 乗合タクシー型１団体につき
上限３０万円/年

ボランティアドライバーのマイカーで

輸送時の事故に使える専用保険を補助

福祉100円パス所有者が利用した乗合タクシー料金のうち

運営団体（町会など）が負担した料金の一部を補助

１人１乗車
１５０円分

地域内交通の担い手を支援することで各地域への広がりを進める
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商工課商都松本にぎわい発信プロジェクト実行委員会を設立

【メンバー】 【主な事業案】

・ 花時計公園等での集客イベント

・パルコ閉店関連イベントとの連携

・商店街等が行う既存イベントとの連携

◎ 半年後に松本パルコの閉店が予定される中、まちなかの雰囲気を盛り上げ、賑わいを発信

市街地中央の商業エリア活性化

実行委員会概要

を設立

◆全体会議第１回で事業案の詳細検討を予定
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商工課

市街地中央の商業エリア活性化第1回
８月29日 商都松本にぎわい発信プロジェクト実行委員会

９月補正予算に負担金450万円を計上

【事業実施予定】

・ 令和6年10月～令和7年3月



▶パルコ閉店を“まちの節目”と捉え、

伊勢町・本町周辺の商業エリアで
賑わいを生み出すイベントを実施

▶多大な功績を残した松本パルコに

市民の感謝を伝えるイベントを実施

▶松本パルコに愛着のある利用者が

もう一度集まれる機会を創出

商都松本にぎわい発信
プロジェクト実行委員会

「ありがとう松本パルコ」
実行委員会

【メンバー】

松本商店街連盟、松本商工会議所、松本パルコ
若手事業者、松本市 など

【メンバー】

松本パルコに思い出がある市民等の有志
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商工課

市街地中央の商業エリア活性化

ありがとう松本パルコ実行委員会と連携

【主旨】 【主旨】

▶松本パルコ閉店後も周辺エリアの賑わいを生み出していく


